
(57)【要約】

【課題】均等で、かつ再現性のよい基板加熱を行う。

【解決手段】基板載置面を有する静電チャックであって

、基板載置面上に形成された凸部３２ａと、静電チャッ

クの内部を通り、基板載置面の中央に設けられたガス放

出口３３と、基板載置面において、ガス放出口３３につ

ながり、かつ該ガス放出口３３から放射状に延びた複数

の溝４１ａとを有する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 載 置 面 を 有 す る 静 電 チ ャ ッ ク で あ っ て 、
　 前 記 基 板 載 置 面 上 に 形 成 さ れ た 凸 部 と 、
　 前 記 静 電 チ ャ ッ ク の 内 部 を 通 り 、 前 記 基 板 載 置 面 の 中 央 に 設 け ら れ た ガ ス 放 出 口 と 、
　 前 記 基 板 載 置 面 に お い て 、 前 記 ガ ス 放 出 口 に つ な が り 、 か つ 該 ガ ス 放 出 口 か ら 放 射 状 に
延 び た 複 数 の 溝 と
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 静 電 チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 静 電 チ ャ ッ ク 内 に お い て 、 前 記 ガ ス 放 出 口 の 他 に 、 さ ら に 他 の ガ ス 放 出 口 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 静 電 チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 凸 部 は 、 グ ラ ス ビ ー ズ ブ ラ ス ト 法 に よ り 形 成 さ れ た 凸 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 静 電 チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 基 板 載 置 台 上 に 基 板 を 固 定 し 、 該 基 板 上 に 膜 を 形 成 す る 成 膜 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 基 板 載 置 台 は 、 該 基 板 載 置 台 の 前 記 基 板 載 置 面 上 に 、 グ ラ ス ビ ー ズ ブ ラ ス ト 法 に よ
り 形 成 さ れ た 凸 部 と 、
　 前 記 基 板 載 置 台 の 内 部 を 通 り 、 前 記 基 板 載 置 面 の 中 央 に 設 け ら れ た ガ ス 放 出 口 と 、
　 前 記 基 板 載 置 面 に お い て 、 前 記 ガ ス 放 出 口 に つ な が り 、 か つ 該 ガ ス 放 出 口 か ら 放 射 状 に
延 び た 複 数 の 溝 を 有 し 、
　 前 記 ガ ス 放 出 口 を 通 し て 、 前 記 基 板 と 基 板 載 置 台 と の 間 に ガ ス を 導 入 し 、 該 ガ ス を 用 い
て 該 基 板 の 温 度 を 保 持 す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 成 膜 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 静 電 チ ャ ッ ク を 用 い て 、 前 記 基 板 載 置 台 上 に 前 記 基 板 を 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ４ 記 載 の 成 膜 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 基 板 載 置 台 上 に 基 板 を 固 定 し 、 該 基 板 上 の 被 エ ッ チ ン グ 物 を エ ッ チ ン グ す る エ ッ チ ン グ
方 法 で あ っ て 、
　 前 記 基 板 載 置 台 は 、 該 基 板 載 置 台 の 前 記 基 板 載 置 面 上 に 、 グ ラ ス ビ ー ズ ブ ラ ス ト 法 に よ
り 形 成 さ れ た 凸 部 と 、
　 前 記 基 板 載 置 台 の 内 部 を 通 り 、 前 記 基 板 載 置 面 の 中 央 に 設 け ら れ た ガ ス 放 出 口 と 、
　 前 記 基 板 載 置 面 に お い て 、 前 記 ガ ス 放 出 口 に つ な が り 、 か つ 該 ガ ス 放 出 口 か ら 放 射 状 に
延 び た 複 数 の 溝 を 有 し 、
　 前 記 ガ ス 放 出 口 を 通 し て 、 前 記 基 板 と 基 板 載 置 台 と の 間 に ガ ス を 導 入 し 、 該 ガ ス を 用 い
て 該 基 板 の 温 度 を 保 持 す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る エ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 静 電 チ ャ ッ ク を 用 い て 、 前 記 基 板 載 置 台 上 に 前 記 基 板 を 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ６ 記 載 の エ ッ チ ン グ 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 静 電 チ ャ ッ ク 、 成 膜 方 法 及 び エ ッ チ ン グ 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ス パ ッ タ 装 置 等 を 用 い て ウ エ ハ 上 に 成 膜 す る 場 合 、 堆 積 し た 薄 膜 の 特 性 や エ ッ チ ン グ レ
ー ト は 成 膜 時 や エ ッ チ ン グ 処 理 時 の 基 板 温 度 に 著 し く 依 存 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 従 っ
て 、 堆 積 す る 薄 膜 を 基 板 内 で 均 質 に す る た め 、 又 は 被 エ ッ チ ン グ 物 を 基 板 内 で 均 等 に エ ッ
チ ン グ す る た め 、 基 板 を 均 等 に 加 熱 す る こ と が 要 求 さ れ る 。 ま た 、 基 板 間 で 再 現 性 良 く 成
膜 等 す る た め に は 、 再 現 性 良 く 設 定 温 度 に 昇 温 で き る こ と が 必 要 で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ス パ ッ タ 装 置 に 用 い ら れ る 、 被 処 理 ウ エ ハ を 載 置 し て 設 定 温 度 に 加 熱 す る 従 来 の ヒ ー タ
付 き 基 板 載 置 台 の 構 成 を 図 ４ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す 。 図 ４ （ ａ ） は 全 体 の 構 成 図 を 示 す 断
面 図 で あ り 、 図 ４ （ ｂ ） は 部 分 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ヒ ー タ 付 き 基 板 載 置 台 １ は 真 空 処 理 室 内 に 設 置 さ れ 、 基 板 載
置 台 １ 内 に 熱 源 で あ る ヒ ー タ ４ と 、 基 板 １ １ の 温 度 を モ ニ タ す る 温 度 検 出 素 子 （ 熱 電 対 ）
６ が 埋 め 込 ま れ て い る 。 ま た 、 基 板 載 置 台 １ に は 加 熱 用 ガ ス （ ア ル ゴ ン 等 ） を 基 板 載 置 面
に 導 く 通 流 路 ９ が 形 成 さ れ て お り 、 通 流 路 ９ は 基 板 載 置 面 に 開 口 さ れ た ガ ス 放 出 口 １ ３ と
基 板 載 置 台 １ の 下 の 部 分 に 開 口 さ れ た ガ ス 導 入 口 １ ４ と を 結 ん で い る 。 そ し て 、 図 ４ （ ｂ
） に 示 す よ う に 、 ガ ス 放 出 口 １ ３ か ら 基 板 載 置 面 に 放 出 さ れ た 加 熱 用 ガ ス は 基 板 １ １ と 基
板 載 置 面 の 間 の 隙 間 １ ２ を 流 れ て 、 ヒ ー タ ４ か ら の 熱 を 効 率 よ く 基 板 １ １ へ 伝 え る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 更 に 、 温 度 検 出 素 子 ６ 及 び ヒ ー タ と 接 続 さ れ た ヒ ー タ 加 熱 制 御 手 段 ８ を 有 し 、 温 度 検 出
素 子 ６ に よ り 検 出 さ れ た 基 板 １ １ の 温 度 を ヒ ー タ 加 熱 制 御 手 段 ８ に 取 り 込 ん で 基 板 １ １ が
所 定 の 温 度 に な る よ う に ヒ ー タ ４ に 加 え る 電 力 を 適 当 に 調 整 す る 。 こ れ に よ り 、 基 板 １ １
内 で の 均 等 な 加 熱 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 更 に 、 基 板 載 置 台 １ 上 の 基 板 １ １ は ク ラ ン プ ２ で 固 定 さ れ る 。 加 熱 用 ガ ス の 導 入 に よ り
基 板 １ １ が 定 位 置 か ら 外 れ な い よ う に す る た め で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 上 記 の ヒ ー タ 付 き 基 板 載 置 台 １ で は 、 基 板 １ １ の 裏 面 と 基 板 載 置 面 間 に 加 熱 用
ガ ス を 流 し 込 む こ と に よ り 、 基 板 加 熱 を 効 率 よ く 行 お う と し て い る が 、 そ の 間 の ガ ス 移 動
が 基 板 １ １ 全 体 に 均 等 に 行 わ れ ず 、 そ の 結 果 基 板 加 熱 が 均 等 で な く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 と こ ろ で 、 基 板 １ １ 裏 面 と 基 板 載 置 面 の 間 の 隙 間 １ ２ を 移 動 す る 加 熱 用 ガ ス の 流 量 は ク
ラ ン プ ２ の 加 重 や 基 板 １ １ の 押 圧 位 置 等 に よ り 左 右 さ れ る 。 従 っ て 、 基 板 １ １ 全 体 に 均 一
に ガ ス 移 動 さ せ る こ と 、 及 び 基 板 １ １ の 装 着 毎 に 再 現 性 良 く ガ ス 移 動 さ せ る こ と が 難 し い
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 こ の ガ ス 移 動 を よ り 均 一 に す る た め 、 基 板 載 置 面 に 放 射 状 或 い は ら せ ん 状 の 溝 を
設 け る 等 の 試 み が な さ れ て い る が 、 や は り 溝 部 と 溝 部 以 外 の 部 分 に お い て 基 板 １ １ へ の 熱
交 換 効 率 の 相 違 が 生 じ 、 基 板 １ １ の 各 位 置 に お い て 温 度 分 布 に ム ラ が で き て し ま う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 従 来 例 の 問 題 点 に 鑑 み て 創 作 さ れ た も の で あ り 、 均 等 で 、 か つ 再 現 性
の よ い 基 板 加 熱 を 行 う こ と が で き る 静 電 チ ャ ッ ク 、 成 膜 方 法 及 び エ ッ チ ン グ 方 法 を 提 供 す
る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 課 題 は 、 第 １ の 発 明 で あ る 、 基 板 載 置 面 を 有 す る 静 電 チ ャ ッ ク で あ っ て 、 前 記 基 板
載 置 面 上 に 形 成 さ れ た 凸 部 と 、 前 記 静 電 チ ャ ッ ク の 内 部 を 通 り 、 前 記 基 板 載 置 面 の 中 央 に
設 け ら れ た ガ ス 放 出 口 と 、 前 記 基 板 載 置 面 に お い て 、 前 記 ガ ス 放 出 口 に つ な が り 、 か つ 該
ガ ス 放 出 口 か ら 放 射 状 に 延 び た 複 数 の 溝 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 静 電 チ ャ ッ ク に よ っ
て 解 決 さ れ 、
  第 ２ の 発 明 で あ る 、 前 記 静 電 チ ャ ッ ク 内 に お い て 、 前 記 ガ ス 放 出 口 の 他 に 、 さ ら に 他 の
ガ ス 放 出 口 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 第 １ の 発 明 の 静 電 チ ャ ッ ク に よ っ て 解 決 さ れ 、
  第 ３ の 発 明 で あ る 、 前 記 凸 部 は 、 グ ラ ス ビ ー ズ ブ ラ ス ト 法 に よ り 形 成 さ れ た 凸 部 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 第 １ 又 は 第 ２ の 発 明 の 静 電 チ ャ ッ ク に よ っ て 解 決 さ れ 、
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  第 ４ の 発 明 で あ る 、 基 板 載 置 台 上 に 基 板 を 固 定 し 、 該 基 板 上 に 膜 を 形 成 す る 成 膜 方 法 で
あ っ て 、 前 記 基 板 載 置 台 は 、 該 基 板 載 置 台 の 前 記 基 板 載 置 面 上 に 、 グ ラ ス ビ ー ズ ブ ラ ス ト
法 に よ り 形 成 さ れ た 凸 部 と 、 前 記 基 板 載 置 台 の 内 部 を 通 り 、 前 記 基 板 載 置 面 の 中 央 に 設 け
ら れ た ガ ス 放 出 口 と 、 前 記 基 板 載 置 面 に お い て 、 前 記 ガ ス 放 出 口 に つ な が り 、 か つ 該 ガ ス
放 出 口 か ら 放 射 状 に 延 び た 複 数 の 溝 を 有 し 、
　 前 記 ガ ス 放 出 口 を 通 し て 、 前 記 基 板 と 基 板 載 置 台 と の 間 に ガ ス を 導 入 し 、 該 ガ ス を 用 い
て 該 基 板 の 温 度 を 保 持 す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 成 膜 方 法 に よ っ て 解 決 さ れ 、
  第 ５ の 発 明 で あ る 、 静 電 チ ャ ッ ク を 用 い て 、 前 記 基 板 載 置 台 上 に 前 記 基 板 を 固 定 す る こ
と を 特 徴 と す る 第 ４ の 発 明 の 成 膜 方 法 に よ っ て 解 決 さ れ 、
  第 ６ の 発 明 で あ る 、 基 板 載 置 台 上 に 基 板 を 固 定 し 、 該 基 板 上 の 被 エ ッ チ ン グ 物 を エ ッ チ
ン グ す る エ ッ チ ン グ 方 法 で あ っ て 、 前 記 基 板 載 置 台 は 、 該 基 板 載 置 台 の 前 記 基 板 載 置 面 上
に 、 グ ラ ス ビ ー ズ ブ ラ ス ト 法 に よ り 形 成 さ れ た 凸 部 と 、 前 記 基 板 載 置 台 の 内 部 を 通 り 、 前
記 基 板 載 置 面 の 中 央 に 設 け ら れ た ガ ス 放 出 口 と 、 前 記 基 板 載 置 面 に お い て 、 前 記 ガ ス 放 出
口 に つ な が り 、 か つ 該 ガ ス 放 出 口 か ら 放 射 状 に 延 び た 複 数 の 溝 を 有 し 、 前 記 ガ ス 放 出 口 を
通 し て 、 前 記 基 板 と 基 板 載 置 台 と の 間 に ガ ス を 導 入 し 、 該 ガ ス を 用 い て 該 基 板 の 温 度 を 保
持 す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る エ ッ チ ン グ 方 法 に よ っ て 解 決 さ れ 、
  第 ７ の 発 明 で あ る 、 静 電 チ ャ ッ ク を 用 い て 、 前 記 基 板 載 置 台 上 に 前 記 基 板 を 固 定 す る こ
と を 特 徴 と す る 第 ６ の 発 明 の エ ッ チ ン グ 方 法 に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 静 電 チ ャ ッ ク に お い て は 、 基 板 載 置 面 上 に 形 成 さ れ た 凸 部 と 、 静 電 チ ャ ッ
ク の 内 部 を 通 り 、 基 板 載 置 面 の 中 央 に 設 け ら れ た ガ ス 放 出 口 と 、 基 板 載 置 面 に お い て 、 ガ
ス 放 出 口 に つ な が り 、 か つ 該 ガ ス 放 出 口 か ら 放 射 状 に 延 び た 複 数 の 溝 と を 有 す る 。 従 っ て
、 基 板 を 基 板 載 置 面 に 載 置 し た と き 、 基 板 載 置 面 の ガ ス 放 出 口 か ら 放 出 さ れ た ガ ス は 凸 部
の 間 の 凹 部 内 を 自 由 に 流 れ る 。 凹 部 は Ｇ Ｂ Ｂ 法 等 に よ り 均 一 な 密 度 で 形 成 さ れ る の で 、 基
板 全 体 に わ た り 加 熱 用 ガ ス は 均 等 に 行 き 渡 る 。 こ れ に よ り 、 均 等 な 基 板 加 熱 を 行 う こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 基 板 は 凸 部 に よ り 支 え ら れ る の で 、 凸 部 間 の 凹 部 は 基 板 の 装 着 毎 に 変 化 せ ず 、 基
板 毎 の 基 板 加 熱 の 再 現 性 が よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 ガ ス 放 出 口 と 繋 が る 放 射 状 の 溝 や 同 心 円 状 の 溝 又 は 格 子 状 の 溝 を 設 け る こ と に よ
り 、 そ れ ら の 溝 を 介 し て 加 熱 用 ガ ス を 素 早 く 基 板 載 置 面 の 周 辺 部 ま で 行 き 渡 ら せ る こ と が
で き る 。 そ の 溝 か ら さ ら に 凹 部 を 通 し て 基 板 裏 面 全 面 に 加 熱 用 ガ ス を 流 す こ と が で き る 。
従 っ て 、 加 熱 の 均 等 性 が 一 層 増 す こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 更 に 、 ２ つ 以 上 の ガ ス 放 出 口 を 設 け る こ と に よ り 、 複 数 の ガ ス 放 出 口 か ら 直 接 基 板 載 置
面 に 加 熱 用 ガ ス を 放 出 す る こ と が で き る の で 、 加 熱 用 ガ ス を な お 一 層 均 等 に 基 板 全 面 に 行
き 渡 ら せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 基 板 載 置 台 の 基 板 載 置 面 上 に 、 グ ラ ス ビ ー ズ ブ ラ ス ト 法 に よ り 形 成 さ れ た 凸 部 と
、 基 板 載 置 台 の 内 部 を 通 り 、 基 板 載 置 面 の 中 央 に 設 け ら れ た ガ ス 放 出 口 と 、 基 板 載 置 面 に
お い て 、 ガ ス 放 出 口 に つ な が り 、 か つ 該 ガ ス 放 出 口 か ら 放 射 状 に 延 び た 複 数 の 溝 を 有 す る
基 板 載 置 台 を 、 ガ ス 放 出 口 を 通 し て 、 基 板 と 基 板 載 置 台 と の 間 に ガ ス を 導 入 し 、 ガ ス を 用
い て 基 板 の 温 度 を 保 持 す る 工 程 を 含 む 成 膜 方 法 や エ ッ チ ン グ 方 法 に 適 用 し て い る 。 こ れ に
よ り 、 基 板 上 に 成 膜 し 、 基 板 上 の 膜 を エ ッ チ ン グ す る 際 、 基 板 を 均 一 な 温 度 に 保 持 す る こ
と が で き る の で 、 均 質 な 膜 を 成 膜 し 、 或 い は 均 等 な エ ッ チ ン グ を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に 係 る 静 電 チ ャ ッ ク に お い て は 、 基 板 載 置 台 の 基 板 載 置 面 の 全 面
に 微 小 な 凸 部 及 び そ れ ら の 凸 部 の 間 の 凹 部 が 形 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 基 板 を 基 板 載 置 面
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に 載 置 し た と き 、 基 板 載 置 面 の ガ ス 放 出 口 か ら 放 出 さ れ た 加 熱 用 ガ ス を 凹 部 を 通 し て 基 板
全 体 に わ た り 均 等 に 行 き 渡 せ る こ と が で き る の で 、 均 等 な 基 板 加 熱 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 基 板 は 凸 部 に よ り 支 え ら れ る の で 、 凸 部 間 の 凹 部 は 基 板 の 装 着 毎 に 変 化 せ ず 、 基
板 毎 の 基 板 加 熱 の 再 現 性 が よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 更 に 、 ガ ス 放 出 口 と つ な が る 溝 を 設 け る こ と に よ り 、 そ れ ら の 溝 を 介 し て 加 熱 用 ガ ス を
素 早 く 基 板 載 置 面 の 周 辺 部 ま で 行 き 渡 ら せ 、 さ ら に 凹 部 を 通 し て 基 板 裏 面 全 体 に ガ ス を 流
す こ と が で き る の で 、 加 熱 の 均 等 性 が 一 層 増 す こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 基 板 載 置 台 の 基 板 載 置 面 上 に 、 グ ラ ス ビ ー ズ ブ ラ ス ト 法 に よ り 形 成 さ れ た 凸 部 と
、 基 板 載 置 台 の 内 部 を 通 り 、 基 板 載 置 面 の 中 央 に 設 け ら れ た ガ ス 放 出 口 と 、 基 板 載 置 面 に
お い て 、 ガ ス 放 出 口 に つ な が り 、 か つ 該 ガ ス 放 出 口 か ら 放 射 状 に 延 び た 複 数 の 溝 を 有 す る
基 板 載 置 台 を 、 ガ ス 放 出 口 を 通 し て 、 基 板 と 基 板 載 置 台 と の 間 に ガ ス を 導 入 し 、 ガ ス を 用
い て 基 板 の 温 度 を 保 持 す る 工 程 を 含 む 成 膜 方 法 や エ ッ チ ン グ 方 法 に 適 用 し て い る 。 こ れ に
よ り 、 基 板 上 に 成 膜 し 、 基 板 上 の 膜 を エ ッ チ ン グ す る 際 、 基 板 を 均 一 な 温 度 に 保 持 す る こ
と が で き る の で 、 均 質 な 膜 を 成 膜 し 、 或 い は 均 等 な エ ッ チ ン グ を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る ヒ ー タ 付 き 基 板 載 置 台 に つ い
て 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ヒ ー タ 付 き 基 板 載 置 台 １ ０ １ は 真 空 処 理 室 内 に 設 置 さ れ て い
る 。 同 図 に は チ ャ ン バ の 仕 切 り 壁 ２ ３ の 一 部 が 描 か れ て い る 。 基 板 載 置 台 ２ １ は ア ル ミ ニ
ウ ム で 作 成 さ れ て お り 、 基 板 載 置 台 ２ １ 内 に は 熱 源 で あ る ヒ ー タ ２ ４ と 、 基 板 ５ ０ の 温 度
を モ ニ タ す る 温 度 検 出 素 子 （ 熱 電 対 ） ２ ６ が 埋 め 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 基 板 載 置 台 ２ １ の 中 央 部 に は 加 熱 用 ガ ス （ ア ル ゴ ン 等 不 活 性 ガ ス ） を 基 板 載 置 面
に 導 く 通 流 路 ２ ９ が 形 成 さ れ て お り 、 通 流 路 ２ ９ は 基 板 載 置 面 に 開 口 さ れ た ガ ス 放 出 口 ３
３ と 基 板 載 置 台 ２ １ の 下 の 部 分 に 開 口 さ れ た ガ ス 導 入 口 ３ ４ と を 結 ん で い る 。 そ し て 、 図
１ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ガ ス 放 出 口 ３ ３ か ら 基 板 載 置 面 に 放 出 さ れ た 加 熱 用 ガ ス は 基 板 ５
０ と 基 板 載 置 面 の 間 の 隙 間 ３ ２ を 流 れ て 、 ヒ ー タ ２ ４ か ら の 熱 を 効 率 よ く 基 板 ５ ０ へ 伝 え
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 更 に 、 温 度 検 出 素 子 ２ ６ 及 び ヒ ー タ ２ ４ と 接 続 さ れ た ヒ ー タ 加 熱 制 御 手 段 ２ ８ を 有 し 、
温 度 検 出 素 子 ２ ６ か ら 基 板 ５ ０ の 温 度 を ヒ ー タ 加 熱 制 御 手 段 ２ ８ に 取 り 込 ん で 基 板 ５ ０ が
所 定 の 温 度 に な る よ う に ヒ ー タ ２ ４ に 加 え る 電 力 を 適 当 に 調 整 す る 。 こ れ に よ り 、 基 板 ５
０ 内 で の 均 等 な 加 熱 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 基 板 載 置 台 ２ １ 上 の 基 板 ５ ０ は ク ラ ン プ ２ ２ で 固 定 さ れ る 。 加 熱 用 ガ ス の 導 入 に
よ り 基 板 ５ ０ が 定 位 置 か ら 外 れ な い よ う に す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 更 に 、 基 板 載 置 面 の 全 面 に は 微 小 な 凸 部 ３ ２ ａ 及 び 凸 部 ３ ２ ａ の 間 の 凹 部 ３ ２ ｂ が 形 成
さ れ て い る 。 基 板 ５ ０ を 基 板 載 置 面 に 載 置 し た と き 、 通 流 路 ２ ９ か ら 放 出 さ れ た 加 熱 用 ガ
ス は 凸 部 ３ ２ ａ の 間 の 凹 部 ３ ２ ｂ 内 を 四 方 八 方 に 自 由 に 流 れ る 。 凹 部 ３ ２ ｂ は Ｇ Ｂ Ｂ 法 （
グ ラ ス ビ ー ズ ブ ラ ス ト 法 ） 等 に よ り 均 一 な 密 度 で 形 成 さ れ る の で 、 基 板 ５ ０ 全 体 に わ た り
加 熱 用 ガ ス は 均 等 に 行 き 渡 る 。 ま た 、 基 板 ５ ０ は 凸 部 ３ ２ ａ に よ り 支 え ら れ る の で 、 凸 部
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３ ２ ａ 間 の 凹 部 ３ ２ ｂ は 基 板 ５ ０ の 装 着 毎 に 変 化 せ ず 、 基 板 ５ ０ 毎 の 基 板 加 熱 の 再 現 性 が
よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 基 板 載 置 面 の 凸 部 ３ ２ ａ 及 び 凹 部 ３ ２ ｂ の 形 成 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 Ｇ Ｂ Ｂ 法
（ グ ラ ス ビ ー ズ ブ ラ ス ト 法 ） を 用 い た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま ず 、 粒 径 約 ８ ０ μ ｍ の ガ ラ ス ビ ー ズ を 用 意 す る 。 次 い で 、 薬 液 に ガ ラ ス ビ ー ズ を 混 合
さ せ た 研 磨 液 を 研 磨 装 置 の 研 磨 面 に 塗 布 し 、 そ の 上 に 基 板 載 置 面 を 研 磨 面 に 対 向 さ せ て 基
板 載 置 台 を 載 せ る 。 そ し て 、 研 磨 面 及 び 基 板 載 置 台 を 同 じ 方 向 に 回 転 さ せ る と 、 基 板 載 置
面 と 研 磨 面 の 間 に 挟 ま れ た ガ ラ ス ビ ー ズ に よ り 基 板 載 置 面 が 研 磨 さ れ る 。 基 板 載 置 面 に は
直 径 約 ８ ０ μ ｍ の 凸 部 ３ ２ ａ が 島 状 に 分 散 し て 形 成 さ れ る と と も に 、 凸 部 ３ ２ ａ 間 に 凹 部
３ ２ ｂ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 基 板 載 置 台 ２ １ の 基 板 載 置 面 の 全 面 に 微
小 な 凹 部 ３ ２ ｂ 及 び 凸 部 ３ ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 従 っ て 、 基 板 ５ ０ を 基 板 載 置 面 に 載 置 し た と き 、 基 板 載 置 面 の ガ ス 放 出 口 ３ ３ か ら 放 出
さ れ た 加 熱 用 ガ ス は 凸 部 ３ ２ ａ の 間 の 凹 部 ３ ２ ｂ 内 を 自 由 に 流 れ る 。 凹 部 ３ ２ ｂ は Ｇ Ｂ Ｂ
法 等 に よ り 均 一 な 密 度 で 形 成 さ れ る の で 、 基 板 ５ ０ 全 体 に わ た り 加 熱 用 ガ ス は 均 等 に 行 き
渡 る 。 こ れ に よ り 、 均 等 な 基 板 加 熱 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 基 板 ５ ０ は 凸 部 ３ ２ ａ に よ り 支 え ら れ る の で 、 凸 部 ３ ２ ａ 間 の 凹 部 ３ ２ ｂ は 基 板
５ ０ の 装 着 毎 に 変 化 せ ず 、 基 板 毎 の 基 板 加 熱 の 再 現 性 が よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ２ （ ａ ） は 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る ヒ ー タ 付 き 基 板 載 置 台 １ ０ １ ａ に つ い て 示 す 上 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る ヒ ー タ 付 き 基 板 載 置 台 １ ０ １ ａ は 、 図 １ （ ｂ ） の 基 板 載 置 台 ２
１ ａ の 基 板 載 置 面 に さ ら に 加 熱 用 ガ ス の ガ ス 放 出 口 ３ ３ を 中 心 と す る 放 射 状 の 溝 ４ １ ａ を
設 け た こ と で あ る 。 放 射 状 の 溝 ４ １ ａ は ガ ス 放 出 口 ３ ３ と つ な が っ て お り 、 ガ ス 放 出 口 ３
３ か ら 放 出 さ れ た 加 熱 用 ガ ス は 放 射 状 の 溝 ４ １ ａ に 沿 っ て 流 れ る と と も に 、 凸 部 ３ ２ ａ の
間 の 凹 部 ３ ２ ｂ 内 を 自 由 に 流 れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 尚 、 図 中 、 図 １ （ ａ ） ～ （ ｃ ） と 同 じ 符 号 で 示 す も の は 図 １ （ ａ ） ～ （ ｃ ） と 同 じ も の
を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ２ （ ｂ ） は 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る ヒ ー タ 付 き 基 板 載 置 台 １ ０ １ ｂ に つ い て 示 す 上 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ２ （ ａ ） の 放 射 状 の 溝 ４ １ ａ に さ ら に 加 熱 用 ガ ス の ガ ス 放 出 口 ３ ３ を 中 心 と す る 同 心
円 状 の 複 数 の 溝 ４ １ ｂ を 設 け た こ と で あ る 。 同 心 円 状 の 溝 ４ １ ｂ は 放 射 状 の 溝 ４ １ ａ と 交
わ る と こ ろ で 放 射 状 の 溝 ４ １ ａ と つ な が っ て お り 、 ガ ス 放 出 口 ３ ３ か ら 放 出 さ れ た 加 熱 用
ガ ス は 放 射 状 の 溝 ４ １ ａ 及 び 同 心 円 状 の 溝 ４ １ ｂ に 沿 っ て 流 れ る と と も に 、 凸 部 ３ ２ ａ の
間 の 凹 部 ３ ２ ｂ 内 を 自 由 に 流 れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 尚 、 図 中 、 図 ２ （ ａ ） と 同 じ 符 号 で 示 す も の は 図 ２ （ ａ ） と 同 じ も の を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 （ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ）
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　 図 ２ （ ｃ ） は 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る ヒ ー タ 付 き 基 板 載 置 台 １ ０ １ ｃ に つ い て 示 す 上 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ２ （ ａ ） や 図 ２ （ ｂ ） と 異 な る と こ ろ は 、 放 射 状 の 溝 や 同 心 円 状 の 溝 の 代 わ り に 、 格
子 状 の 溝 ４ １ ｃ を 設 け た こ と で あ る 。 格 子 状 の 溝 ４ １ ｃ は 交 差 す る と こ ろ で 相 互 に つ な が
っ て い る 。 ま た 、 格 子 状 の 溝 ４ １ ｃ は 加 熱 用 ガ ス の ガ ス 放 出 口 ３ ３ と も つ な が っ て お り 、
ガ ス 放 出 口 ３ ３ か ら 放 出 さ れ た 加 熱 用 ガ ス は 格 子 状 の 溝 ４ １ ｃ に 沿 っ て 縦 横 に 流 れ る と と
も に 、 凸 部 ３ ２ ａ の 間 の 凹 部 ３ ２ ｂ 内 を 自 由 に 流 れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 尚 、 図 中 、 図 ２ （ ａ ） と 同 じ 符 号 で 示 す も の は 図 ２ （ ａ ） と 同 じ も の を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 上 記 の 第 ２ ～ 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ガ ス 放 出 口 ３ ３ を 中 心 と す
る 放 射 状 の 溝 ４ １ ａ や 同 心 円 状 の 溝 ４ １ ｂ 又 は ガ ス 放 出 口 ３ ３ と 繋 が る 格 子 状 の 溝 ４ １ ｃ
を 設 け る こ と に よ り 、 そ れ ら の 溝 ４ １ ａ ， ４ １ ｂ ， ４ １ ｃ を 介 し て 加 熱 用 ガ ス を 素 早 く 基
板 載 置 面 の 周 辺 部 ま で 行 き 渡 ら せ 、 さ ら に 凹 部 を 通 し て 基 板 裏 面 全 面 に 加 熱 用 ガ ス を 均 等
に 流 す こ と が で き る 。 従 っ て 、 基 板 加 熱 の 均 等 性 が 一 層 増 す こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 更 に 、 第 １ ～ 第 ４ の 実 施 の 形 態 の ヒ ー タ 付 き 基 板 載 置 台 １ ０ １ ， １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｃ は
、 ス パ ッ タ 装 置 或 い は Ｃ Ｖ Ｄ 装 置 等 の 成 膜 装 置 や ド ラ イ エ ッ チ ン グ 装 置 等 、 常 圧 又 は 減 圧
状 態 で 成 膜 や エ ッ チ ン グ を 行 う 装 置 に 備 え つ け る こ と が 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 基 板 上
に 成 膜 し 、 基 板 上 の 膜 を エ ッ チ ン グ す る 際 、 基 板 を 均 一 な 温 度 に 保 持 す る こ と が で き る の
で 、 均 質 な 膜 を 成 膜 し 、 或 い は 均 等 な エ ッ チ ン グ を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 上 記 の 基 板 載 置 台 １ ０ １ ， １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｃ で は ガ ス 放 出 口 ３ ３ が 一 つ で あ る
が 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 基 板 載 置 台 １ ０ １ ， １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｃ の 内 部 を 通 る ガ ス の 通 流
路 ２ ９ を 分 岐 さ せ て 分 岐 通 路 ２ ９ ａ ～ ２ ９ ｃ を 設 け 、 分 岐 通 路 ２ ９ ａ ～ ２ ９ ｃ と 繋 が る ２
つ 以 上 の ガ ス 放 出 口 ３ ３ ａ ～ ３ ３ ｃ が 形 成 さ れ て も よ い 。 こ れ に よ り 、 複 数 の ガ ス 放 出 口
３ ３ ａ ～ ３ ３ ｃ か ら 直 接 基 板 載 置 面 に 加 熱 用 ガ ス を 放 出 す る こ と が で き る の で 、 加 熱 用 ガ
ス を な お 一 層 均 等 に ウ エ ハ 全 面 に 行 き 渡 ら せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 上 記 で は 特 に 加 熱 用 ガ ス を 加 熱 し て い な い が 、 加 熱 用 ガ ス の 加 熱 手 段 を 設 け て 基
板 載 置 台 に 流 す 前 に 予 め 加 熱 用 ガ ス を 基 板 加 熱 の 温 度 に 加 熱 し て お い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 更 に 、 基 板 ５ ０ は ク ラ ン プ ２ ２ に よ り 固 定 さ れ て い る が 、 静 電 チ ャ ッ ク や 真 空 チ ャ ッ ク
等 に よ り 固 定 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 加 熱 用 ガ ス と し て ア ル ゴ ン の 他 、 他 の 不 活 性 ガ ス を 用 い て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ （ ａ ） は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る ヒ ー タ 付 き 基 板 載 置 台 に つ い て
示 す 断 面 図 で あ り 、 図 １ （ ｂ ） は 図 １ （ ａ ） の ヒ ー タ 付 き 基 板 載 置 台 の 基 板 載 置 面 近 傍 の
詳 細 に つ い て 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 １ （ ｃ ） は 基 板 載 置 面 に 形 成 さ れ た 凸 部 に つ い て 示 す
上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ （ ａ ） は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る ヒ ー タ 付 き 基 板 載 置 台 の 基 板 載
置 面 に つ い て 示 す 上 面 図 及 び 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ （ ｂ ） は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に
係 る ヒ ー タ 付 き 基 板 載 置 台 の 基 板 載 置 面 に つ い て 示 す 上 面 図 で あ り 、 図 ２ （ ｃ ） は 、 本 発
明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る ヒ ー タ 付 き 基 板 載 置 台 の 基 板 載 置 面 に つ い て 示 す 上 面 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に 係 る ヒ ー タ 付 き 基 板 載 置 台 に つ い て 示 す 断 面 図
で あ る 。
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【 図 ４ 】 図 ４ （ ａ ） は 、 従 来 例 に 係 る ヒ ー タ 付 き 基 板 載 置 台 に つ い て 示 す 断 面 図 で あ り 、
図 ４ （ ｂ ） は 図 ４ （ ａ ） の ヒ ー タ 付 き 基 板 載 置 台 の 基 板 載 置 面 近 傍 の 詳 細 に つ い て 示 す 断
面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
２ １ ， ２ １ ａ 　 基 板 載 置 台 、
２ ２ 　 ク ラ ン プ 、
２ ３ 　 チ ャ ン バ の 仕 切 り 壁 、
２ ４ 　 ヒ ー タ 、
２ ５ ， ２ ７ 　 配 線 、
２ ６ 　 熱 電 対 （ 温 度 検 出 手 段 ） 、
２ ８ 　 ヒ ー タ 加 熱 制 御 手 段 、
２ ９ 　 通 流 路 、
３ ０ 　 ガ ス 配 管 、
３ １ 　 流 量 制 御 手 段 、
３ ２ 　 隙 間 、
３ ２ ａ 　 凸 部 、
３ ２ ｂ 　 凹 部 、
３ ３ 　 ガ ス 放 出 口 、
３ ４ 　 ガ ス 導 入 口 、
４ １ ａ ， ４ １ ｂ ， ４ １ ｃ 　 溝 、
１ ０ １ ， １ ０ １ ａ ， １ ０ １ ｂ ， １ ０ １ ｃ 　 ヒ ー タ 付 き 基 板 載 置 台 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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